
毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ

さ

い
。
き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
 

、 ふ
わ
、
と
、
い
い
匂
い
が
して
、
今
日
は
、
母
と
子
の
楽
し
い
料
 

理
教
室
で
す
。
講
師
は
、
市
食
生
活
改
善推
進
員
の
み
な
さ
ん
。
 

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
、ス
ー
プ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
歓
 

声
と
共
に
、
ハ
イ
／
み
ご
と
き
れ
い
に
で
き
ま
し
た
。
 

（
市働
く
婦
人
の
家
）
 

お
い
し
そ
う
グ
 

7月31日現在（ ）内は前回比、男 23,666 (+ 6）女 26,273 (+31) 計49,937 (+37）世帯16,755 (+17) 
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一
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一人
一
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ト
町
け
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

お
い
し
そ
う
グ

ふ
わ
1
と
、
い
い
匂
い
が
し
て
、
今
日
は
、
母
と
子
の
楽
し
い
料

理
教
室
で
す
。
講
師
は
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん
。

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
、
ス
ー
プ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
歓

声
と
共
に
、
ハ
イ
/
み
ご
と
き
れ
い
に
で
き
ま
し
た
。

(市
働
く
婦
人
の
家
)
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鶴
田
方
面
 

地
域
の
個
性
と
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
道
づ
く
り
と
し
て
、
市
道

の
石
岡
五
『孫
が
、

青
森
県
で
は
た
だ
一
力
所
、
建
設
省
の
平
成
五

年
度
「
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
」
の
選
定
箇
所
と
な
り
ま
し
た
。
ニ
＋

一

世
紀
市
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
の
具
体
化
第

一
号
と
J
P

、
今
年

度
、
着
エ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

不
魚
住
の
水
道
事
業
所
横
の
、
五
所
川
原
大
橋
か
ら
、
東
に
向
か

っ
て
、
田
町
、
旧
十
川
を
通
り
エ
ル
ム
の
街
、
水
野
尾
の
虫
お
く
り

の
丘
、
里
、
山
を
結
ぶ
、
全
長
約
ー
キ
口
、
巾
、
一
一
十ー
ー
メー
ト
ル
の

幹
線
が
、
市
の
東
西
を
貫
通
、
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
、
公

園
的
な
、
散
策
空
間
の
道
と
な
る
も
の
で
す
0
 

旧
十
川
に
か
か
る
橋
も
、
歩
道
部
分
を
一
一層
に
、
最
上
部
を
眺
望

点
に
す
る
な
ど
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
た
美
し

い
橋
と
な
り
ま
す
。
 

→石岡ヘムッシー口ーり 1  
ェ
ル
ム
の
街
 

旧

十

川
 

U
 

五
所
川
原
駅
1
 

ー

一
 

●

水
道
事

業
所
 

需
護
綴

岩
木

川
災
滋
滋
難督
 

→ 	 → 

I 

五
所
川
原
大
 

は

エルムの街21世紀ヘ続く道一〈

地
域
の
個
性
と
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
道
づ
く
り
と
し
て
、
市
道

の
石
岡
五
号
線
が
、
青
森
県
で
は
た
だ
一
ヵ
所
、
建
設
省
の
平
成
五

年
度
「
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
」
の
選
定
箇
所
と
な
り
ま
し
た
。
二
十
一

世
紀
市
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
の
具
体
化
第
一
号
と
し
て
、
今
年

度
、
着
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

不
魚
住
の
水
道
事
業
所
横
の
、
五
所
川
原
大
橋
か
ら
、
東
に
向
か

っ
て
、
田
町
、
旧
十
川
を
通
り
エ
ル
ム
の
街
、
水
野
尾
の
虫
お
く
り

の
E
、
里
、
山
を
結
ぶ
、
全
長
約
一
キ
口
、
巾
、
二
十
二
メ
ー
ト
ル
の

幹
線
が
、
市
の
東
西
を
貫
通
、
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
、
公

園
的
な
、
散
策
空
間
の
道
と
な
る
も
の
で
す
。

旧
十
川
に
か
か
る
槽
も
、
歩
道
部
分
を
二
層
に
、
最
上
部
を
眺
望

点
に
す
る
な
ど
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
た
美
し

い
橋
と
な
り
ま
す
。
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回
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石岡5号線 

仮村、 Hト匡二り線 イ×ー 

建
設
省
道
路
局
の
 

「
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
」
 

と
は
・
・
・
 

人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
人
々

が
生
活
す
る
ま
ち
に
も
、
歴
史
・
文
化
・
自
然

な
ど
、
個
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
を
反
映
さ
せ
た
特
性
の
あ
る
「
道
」
 

づ
く
り
事
業
が
、
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
で
、
平
成

五
年
度
の
市
町
村
道
の
選
定
箇
所
は
、
当
市
を

含
め
、
日
本
全
国
で
十
八
箇
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
此
度
の
「
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
」
選
定
は
、
 

昨
年
の
、
「ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備
モ
デ
ル

事
業
」
の
、「重
点
整
備
地
区
型
」
に選
定
さ
れ
た

こ
と
に
引
き
続
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、
全
国
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

、 

石岡 5号線標準断面図 

6.5メートル（歩道） 6.5メートル（歩道） 9メートル（車道） 
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建
設
省
道
路
局
の

「
マ
イ
ロ
!
ド
事
業」

と

は

・・・

人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
人
々

が
生
活
す
る
ま
ち
に
も
、
歴
史

・
文
化
・

自
然

な
ど
、
個
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
を
反
映
さ
せ
た
特
性
の
あ
る
「
道
」

づ
く
り
事
業
が
、
マ
イ
ロ

l
ド
事
業
で
、
平
成

五
年
度
の
市
町
村
道
の
選
定
箇
所
は
、
当
市
を

含
め
、
日
本
全
国
で
十
八
箇
所
と
な

っ
て
い
ま

す
。
此
度
の
「
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
」
選
定
は
、

昨
年
の
、
「
ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備
モ
デ
ル

事
業
」
の
、
「
重
点
整
備
地
区
型
」
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
に
引
き
続
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、
全
国
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
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私

の
風
景
  
⑩
 

成
 
田
 
ア
イ
子
さ
ん
 

（
市内
み
ど
り
町
六
の
十

一
）
 

平成5年9月1日 4 

〇
五
所
川
原
高
等
学
校
J
R
C
（小
野
美
和
子
代
表
）

廿
四
千
九
百
三
十
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
更
生
保
護
婦
人
会

（
斎藤
千
恵
子
会
長
）

廿
五
万
円
。
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
恋
廿
斎
藤
勇
悦
氏

（
五
所川
原
市
字
東
町
四
の
三
）
廿
二
万
円
。
 

〇
囲
中
三
五
所
川
原
店

（
芳賀
勝
也
店
長
）
廿
傘
他

三
十
点
。
 

「
一
」
の
 
道
」
 

広
田
団
地
に
移
り
住
ん
で
三
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
よ
く
土
手
を
自

転
車
に
乗
っ
て
出
掛
け
ま
す
。
雄

大
な
岩
木
山
を
眺
め
な
が
ら
若
葉
 
 の

香
り
、
ひ
た
む
き
に
一
生
懸
命

花
を
咲
か
せ
て
い
る
野
草
、
タ
暮

れ
時

一
枚
の
絵
を
見
て
い
る
よ
う

で
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
程
で
す
。
 

こ
ん
な
時
、
絵
の
才
能
が
あ
っ
た

ら
と
、
つ
い
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
四
季
折
々
、
心
豊
か
に

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
道
な
ら

オ
ン
チ
な
私
で
も
誰
に
も
遠
慮
な

く
歌
の
練
習
が
出
来
、
時
に
は
映

画
「
青
い
山
脈
」
 
の
新子
役
に
な

り
す
ま
し
、
ペ
ダ
ル
も
弾
み
、
気

分
転
換
に
は
格
好
の
場
で
す
。
 

こ
の
道
は
母
の
よ
う
に
や
さ
し

く
、
父
の
よ
う
に
力
強
く
心
穏
や

か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
又
あ
る

時
に
は
、
私
に
青
春
を
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
こ

に
移
住
し
て
と
て
も
満
足
し
て
い

ま
す
。
 

八
月
十
六
日
、
市
中
央
公
民
館

で
、
会
員
約
百
ニ
ト
人
が
出
席
し

て
平
成
五
年
度
市
出
稼
ぎ
協
会
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
張
間
五
所
川
原
労
働
基
準
監

督
署
長
、
武
田
五
所
川
原
公
共
職

業
安
定
所
長
が
、
安
全
で
明
る
い

出
稼
ぎ
を

ー
と
、
激
励
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
 

曾

意
の
花
か
ご
）
 

＠
社
会
福
祉
へ
 
 

五
年
度
の
事
業
計
画
、
役
員
改
選
、
 

親
睦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

会
長
佐
々
木
策
造
市
長
、
副
会
長

竹
谷
政
美
、
小
田
桐
秀
則
、
理
事

清
野
敏
夫
、
松
川
利
雄
、
野
呂
国

四
郎
、
長
沢
正
美
、
田
中
三
千
男
、
 

藤
田
勇
勝
、
須
藤
輝

一
、
笠
井
 

監
事
工
藤
柾
光
、
 一
戸
正
道
、
石

岡
正
 

医
「
旬

一
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟社
 

ね
ぶ
た
見
る
父
の
猫
背
を
見
て
る

た
り
 
工

藤
 
仙
峯

ふ
し
ぶ
し
に
明
り
灯
し
て
ね
ぶ
た

燃
ゆ
 

敦
賀
 
栢
村

祭
待
ち
真
座
に
川
原
の
あ
か
ね
雲
 

対
馬
 
障
子

さ
ら
し
巻
く
い
き
な
女
の
火
の
祭
 

大
屋
久
美
子

さ
い
は
て
の
古
里
燃
ゆ
る
火
ま
つ

り
や
 

高
橋
 
鉄
輪

祭
太
鼓
乙
女
打
ち
込
む
肌
あ
ら
は
 

工
藤
 
暁
村

涼
呼
び
し
梅
酒
の
味
を
持
ち
ま
わ

り
 

三
和
 
千
寄

胡
座
か
き
梅
酒
好
み
し
父
は
亡
し
 

坂
田
 
雑
人

琉
拍
澄
む
梅
酒
に
ー
つ
実
の
鎮座
 

内
山
 
涛
村

秋
の
蝶
川
の
流
れ
に
睦
み
あ
う
 

三
和
 
算
村
 

  

留守家庭の安全と

明るい就労を 

  

     

 

平成 5年度 

二市畠稼ぎ協会定期総会 

 

r
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…私
の
風
景
一

「
一

」

の

道
」

山
間
同
地
に
移
り
住
ん
で
』ぱ』

が
過
ぎ
ま
し
た
。
よ
く
上
手
を
自

転
唱
に
采
っ
て
山
掛
け
ま
す
。

雄

大
な
岩
木
山
を
眺
め
な
が
ら
若
葉

⑩ 

成

田

ア

イ

子

さ

ん

(市
内
み
ど
り
町
六
の
十

二

の
作
り
、

ひ
た
む
き
に
A

乍
懸
命

花
を
咲
か
せ
て
い
る
肝
市
、

タ
パ布

れ
時

一
枚
の
絵
を
凡
で
い
る
よ
う

で
昨
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
松
で
す
。

こ
ん
な
時、

絵
の
字
能
が
あ
っ
た

ら
と
、
つ
い
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

問
季
折
々
、
心
型
か
に

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
道
な
ら

オ
ン
チ
な
私
で
も
誰
に
も
遠
慮
な

く
秋
の
線
再
が
山
来
、
時
に
は
映

阿

「抱け
い
山
脈
」
の
新
子
役
に
な

り
す
ま
し、

ペ
ダ
ル
も
弾
み
、
気

分
転
換
に
は
栴
川
町
の
場
で
す
。

こ
の
道
は
母
の
よ
う
に
や
さ
し

く
、
父
の
よ
う
に
力
強
く
心
偲
や

か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
又
あ
る

時
に
は
、
私
に
青
春
を
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
こ

に
移
住
し
て
と
て
も
満
足
し
て
い

=、-。

ー
す

留守家庭の安全と

明るい就労を一一。

LJLみ協会定期総会」

八
川
卜
六
日
、
市
中
央
公
民
館

で
、
会
只
約
行↓

一卜
人
が
山
府
し

で
一
平
成
バ
年
度
市
山
桜
ぎ
協
会
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
の
あ

い
さ
つ
に
続

き
、
張
間
五
所
川
原
労
働
法
准
監

叔
川
署
長
、
武
田
口
所
川
原
公
共
職

業
安
定
所
長
が
、
安
全
で
明
る
い

山
椋
ぎ
を
|
と
、
激
励
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

善
意
の
桔
か
ご

パ
年
度
の
い下
業
計
画、

役
員
改
選
、

組
睦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
佐
々
木
栄
造
市
長、

副
会
長

竹
芥
政
美
、
小
田
桐
秀
川、

理
事

山
野
敏
夫
、
松
川
利
脱
、
肝
品
問

問
郎
、

長
沢
正
美
、
田
中
之
千
川
、

厳
回
目
勝
、

須
雌
輝
一

、
笠
介

監
事
工
雌
征
光
、

二
戸
正
道
、
石

岡
正

画

圃

4 

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社
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ね
ぷ
た
見
る
父
の
仙
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灯
し
て
ね
ぶ
た

然

P

文
2

.h
f

ふ
〆
相

内
主
力
L
t
1
h
-

祭
待
ち
出
血
に
川
原
の
あ
か
ね
会

ト
1
2
A
J

H
ド
乙

立

川

川

ー

さ
ら
し
巻
く
い
き
な
女
の
火
の
祭

大
屋
久
美
チ

さ
い
は
で
の
山
川
燃
ゆ
る
火
ま
つ

刊
ノ
向
、

γり
非
同

時
火
直
川

』

ム

，
h
b4

4
2市
十

祭
太
鼓
乙
女
打
ち
込
む
肌
あ
ら
は

工
牒

暁
村

涼
呼
び
し
仰
洲
の
川町
を
持
ち
ま
わ

り

三
和

千

河
川

川
座
か
き
悔
川
川
町
み
し
父
は
亡
し

坂
田

雑
人

域
拍
澄
む
仰
洲
に
a

つ
実
の
飢
座

内
山

涛
村

秋
の
川町
川
の
流
れ
に
睦
み
あ
う

二一
利

樫
村

@
社
会
福
祉
へ

O
五
所
川
原
高
等
学
校

J
R
C
(小
野
美
和
チ
代
友

)
H
川
千
九
パ
ー
ト
川
。

O
五
所
川
原
市
更
生
保
護
婦
人
会

(斎
牒
千
忠
子
会
長

)
H
丘
万
川
。

O
ス
ナ
ッ
ク
恋
1
斎
藤
勇
悦
氏

(冗
所
川
原
山
宇
点
町
内
の一

-
J
I
-
-万
円
。

O
側
中
三
五
所
川
原
庖

(芳
賀
勝
也
府
長

)
l
傘

他

三
卜
点
。



太田勝雄さん 

（田 町） 
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濁
と
禾
唱
u

⑨
「プ
為

プ
 

毎
朝
、
新
し
い
花
が
咲
く
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。
朝
、
目
ざ
め

た
と
き
、
こ
の
花
を
見
る
と
さ
っ
ぱ
り
し
ま
す
。
紫
や
、
水
色
、
薄

紅
色
な
ど
、
夏
は
こ
の
花
が
い
ち
ば
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

種
か
ら
播
い
た
も
の
で
す
が
、
あ
ま
り
多
か
っ
た
の
で
知
っ
て
る

人
に
も
分
け
て
あ
げ
ま
し
た
。
 

花
が
開
く
前
の
多
い
水
や
り
は
、
根
が
弱
く
な
る
の
で
、
水
は
、
 

花
が
開
い
て
か
ら
充
分
や
る
と
い
い
よ
う
で
す
よ
。
 

こ
こ
は
風
通
し
も
、
日
当
り
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
花
が
次
々

に
咲
く
の
で
、
毎
朝
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

アサガオ 

毎
月
二
十
三
日
は
、ふ
み
（
文）
の
日
 

お

ま
た

せ
し

ま
し

た
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
が
 

生
ま
れ
変
わ
っ

て
、
新
登
場
／
 

八
月
二
十
三
日

（月
）
よ

り
、
新
局
舎
で
業
務
を
 

開
始
し

て
い
ま
す
。
 

（
卿
 五
所
川
原
市
旭
町
五
三

ー
一
）
 

    

五所川原駅1 
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八
月
二
十
日
、
市
中
央
公
民
館

を
会
場
に
、
赤
十
字
思
想
普
及
玉

所
川
原
地
区
（
区長
佐
々
木
市
長
）
 

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

奉
仕
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
 

ビ
ス
）
は
、
誰
も
が
持
「
て
い
る

善
意
を
、
進
ん
で
、
人
の
た
め
に

役
立
て
る
活
動
で
、
五
所
川
原
市

赤
十
字
奉
仕
団

（高
満
タ
力
団
長
）
 

が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十

三
年
、
現
在
で
は
、
団
員
数
は
、
 

千
七
百
九
十
六
名
と
な
り
、
献
血

推
進
を
は
じ
め
、
福
祉
向
上
な
ど
 

（
向
け
大
き
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
 一
般
市
民

の
他
、
幼
稚
園
児
や
、
小
学
校
の

児
童
の
体
験
発
表
な
ど
も
あ
り
、
 

普
及
活
動
の
、
有
意
義
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
 

,
 

「共
に
支
え
合
っ
て
生
き
る
社
会
を

ー
」
 

①
 
思
想
普

及
五
所

川
原
地
区

大
会
 

団員による、救急用炊き出し
ごはん（ハイゼックス） 
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「共
に
支
え
合
っ
て
生
き
る
社
会
を
|
」

4.
⑧
⑨
⑨
思
想
普
及
五
所
川
原
地
区
大
会

八
月
二
十
臼
、
市
中
央
公
民
館

を
会
場
に
、
赤
十
字
思
想
普
及
五

所
川
原
地
区
(
区
長
佐
々
木
市
長
)

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奉
仕
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
サ
l

.・・ー

(毎
月
二
十
三
日
は
、
ふ
み
(
文
〉
の
日
」

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
。

五
所
川
原
郵
便
局
が

生
ま
れ
変
わ
っ
て
、

新
登
場
/

八
月
二
十
三
日
(
月
)

開
始
し
て
い
ま
す
。

(
町
五
所
川
原
市
旭
町
五
三
l

よ
り
、

新
局
舎
で
業
務
を

、、_./ 団員による、救急用炊き出し
ごはん (ハイゼックス)

ピ
ス
)
は
、
誰
も
が
持

っ
て
い
る

善
意
を
、
進
ん
で
、
人
の
た
め
に

役
立
て
る
活
動
で
、
五
所
川
原
市

赤
十
字
奉
仕
団
(
高
満
タ
カ
団
長
)

が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十

三
年
、
現
在
で
は
、
団
員
数
は
、

千
七
百
九
十
六
名
と
な
り
、
献
血

推
進
を
は
じ
め
、
福
祉
向
上
な
ど

へ
向
け
大
き
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

一
般
市
民

の
他
、
幼
稚
園
児
や
、
小
学
校
の

児
童
の
体
験
発
表
な
ど
も
あ
り
、

普
及
活
動
の
、
有
意
義
な

一
日
と

な
り
ま
し
た
。
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⑨ 

「
ア
サ
ガ
オ
」

(
朝

顔

)

太田勝雄さん

(田町)

毎
朝
、
新
し
い
花
が
咲
く
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。
朝
、
目
ざ
め

た
と
き
、
こ
の
花
を
見
る
と
さ

っ
ぱ
り
し
ま
す
。
紫
や
、
水
色
、
薄

紅
色
な
ど
、
夏
は
こ
の
花
が
い
ち
ば
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

桶
か
ら
播
い
た
も
の
で
す
が
、
あ
ま
り
多
か

っ
た
の
で
知

っ
て
る

人
に
も
分
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

花
が
聞
く
前
の
多
い
水
や
り
は
、
根
が
弱
く
な
る
の
で
、
水
は
、

花
が
聞
い
て
か
ら
充
分
や
る
と
い
い
よ
う
で
す
よ
。

こ
こ
は
風
通
し
も
、
口
当
り
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
花
が
次
々

に
咲
く
の
で
、
毎
朝
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

アサガオ

5 平成5'f-9月1日
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子
向
令
や
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左
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む乃

下
 

〈み
孤
み

（
中
 

J
 
・
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ー
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部
会
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初
見
文
書
 

昨
年
八
月
の
市
史
合
同
調
査
会

の
時
で
し
た
。
私
に
与
え
ら
れ
た

仕
事
は
、
大
字
飯
詰
の
飯
塚
平
次

氏
所
蔵
古
文
書
の
一
部
を
「
調
査

カ
ー
ド
」
に
題
名
等
を
記
入
項
目

に
則
し
て
書
き
込
む
こ
と
で
し
た
。
 

な
に
し
ろ
分
量
が
多
い
こ
と
と

時
間
的
制
約
、
そ
れ
に
要
約
力
不

得
意
の
私
に
と
っ
て
は
至
難
の
作

業
で
し
た
の
で
、
正
直
の
と
こ
ろ

た
い
へ
ん
な
疲
労
を
感
じ
眠
気
が

襲
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
時
、
私
の
眼
を
パ
ッ
と

開
か
せ
た
の
が
本
日
ご
紹
介
す
る

文
書
で
す
。
文
字
が
比
較
的
大
き

く
、
難
解
な
文
字
も
な
い
文
書
で

し
た
け
れ
ど
も
、
随
分
汚
れ
の
あ

る
文
書
だ
な
あ
と
い
う
感
じ
で
ポ

ン
ヤ
リ
読
ん
で
い
く
前
段
の
終
わ

り
に
 
「血
判
如
件
」
と
い
う
文
言

に
オ
ヤ
ッ
と
寝
ぼ
け
目
が
開
い
た

の
で
し
た
。
 

最
初
の
頁
に
戻
っ
て
確
め
て
み
 
 

ま
す
と
、
汚
れ
を
思
っ
た
の
は
飯

詰
村
の
文
政
十
二
年
（
一
八二
九
）
 

当
時
の
お
歴
々
の
生
々
し
い
血
で

あ
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
外
に
も

所
ど
こ
ろ
血
痕
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
っ
た
く
管
見
で
は
初
見
文

書
で
あ
っ
た
の
で
大
声
を
あ
げ
た

記
臆
が
あ
り
ま
す
。
 

歴
々
の
氏
名
 

毛
利
八
郎
太
（
郷
士
）
、
庄
屋

孫
七
、
五
人
組
反
治
、
同
勘
左
衛
 ,

 
門
、
同
三
郎
兵
衛
、
同
喜
七
郎
、
 

同
藤
兵
衛
、
五
張
頭
名
兵
衛
（
飯

塚
家
当
主
）
、
同
宇
兵
衛
、
同
茂

左
衛
門
、
同
清
三
郎
、
同
太
兵
衛

同
市
十
郎
、
同
茂
吉
、
同
善
太
郎

雇
頭
治
郎
左
衛
門
、
同
源
八
、
同

五
郎
八
、
同
治
五
左
衛
門
、
メ
十

九
名
の
名
前
が
一
列
に
列
挙
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
自
の
名
前

の
下
に
各
自
が
指
を
切
っ
て
流
れ

た
血
で
押
し
て
あ
り
ま
す
。
 

庄
屋
、
五
人
組
は
村
役
で
地
方

自
治
の
責
任
者
で
藩
か
ら
任
命
さ

れ
る
地
方
人
で
す
。
五
張
頭
は
五

軒
組
合
の
長
で
あ
ろ
う
か
、
連
帯

責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
る
重
立
で
す
。
 

雇
頭
は
人
夫
頭
の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
山
林
保
護
に
関
係
が
あ
る
よ

う
で
す
。
 

こ
れ
ら
十
九
名
の
お
歴
々
が
血

判
を
押
し
て
盟
約
を
結
ん
で
い
る

地
方
文
書
と
し
て
は
珍
し
い
文
書

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

原
文
書
下
し
 

覚
 

z
び
 

右
は
こ
の
度
御
山
御
締
合
井
に
村
 

方
締
合
と
も
改
め
て
厳
重
仰
せ
つ

け
ら
れ
候
に
付
、
前
書
銘
々
得
と

相
談
の
上
、
も
し
御
山
締
合
井
に

村
方
締
合
相
背
き
候
者
こ
れ
あ
り

候
節
は
、
 一
統
相
談
の
上
早
速
伺

い
中
妙
べ
き
定
め
、
殊
に
御
締
合

に
付
蜜
談
の
儀
こ
れ
あ
り
候
節
は

決
し
て
家
内
た
り
と
も
他
言
仕
ら

ず
候
定
め
、
も
し
他
言
等
仕
り
候

族
相
顕
れ
候
節
は
、
追
放
申
し
立

て
候
定
め
、
そ
の
節
は
一
言
の
子

細
申
し
ま
じ
く
、
決
し
て
恨
み
等

仕
ら
ず
候
、
依
っ
て
右
の
通
り
血

判
件
の
如
し
 「

お
と
う
し
 

文
政
十
二
己
丑
年
十
一
月
 

奥
書
の
定
め
 

一
何
儀
に
寄
ら
ず
、
万
々
一
変
事

等
御
座
候
節
は
、
前
書
拾
九
人

に
て
そ
の
人
壱
人
急
度
相
救
い

申
す
べ
き
定
め
、
も
っ
と
も
拾

九
人
に
て
手
配
及
び
か
ね
候
節

は
、
拾
九
人
名
前
に
て
助
情
筋

御
願
い
申
し
上
げ
、
そ
の
人
壱

人
難
儀
相
掛
け
申
し
ま
じ
く
候

一
扱
い
向
き
の
儀
は
、
決
し
て
親

類
・
縁
類
た
り
と
も
晶
鳳
の
沙

汰
仕
ら
ず
候
、
も
っ
と
も
親
子

の
儀
は
前
書
拾
九
人
よ
り
外
御
 

r
 

座
な
き
定
め
 

右
の
通
り
堅
く
相
守
り
前
書
血
 

判
件
の
如
し
 

則
日
 

血
判
盟
約
の
背
景
 

藩
か
ら
山
林
取
締
ま
り
と
村
方

取
締
ま
り
の
厳
達
が
改
め
て
命
ぜ

ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
飯
詰
村
の

帰
農
郷
士
・
村
役
・
重
立
十
九
人

が
血
判
盟
約
を
締
結
し
て
違
反
者

の
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
を

誓
っ
て
い
ま
す
。
原
文
解
読
は
市

民
の
皆
様
で
味
読
下
さ
れ
ば
結
構

で
す
が
、
こ
の
背
景
に
つ
い
て
一

例
を
藩
日
記
同
年
に
よ
り
ま
す
と
、
 

盗
伐
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
藩

直
営
五
大
林
区
の
中
山
通
り
（
前

田
野
目
山
林
か
ら
小
泊
山
林
ま
で

二
十
二
か
山
）
の
山
下
で
あ
る
飯

詰
村
で
は
毎
年
の
よ
う
に
盗
伐
事

件
が
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

ま
た
村
方
で
は
博
変
で
前
庄
屋
が

責
任
解
職
さ
れ
る
等
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
十
九
人
の
率
先
血
判
盟

約
締
結
の
背
景
に
は
藩
の
両
取
締

令
に
対
応
し
た
決
意
を
窺
い
知
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
粗

茶
ご
免
 

（原文のー部） 
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初
見
文
書

昨
年
八
月
の
市
史
合
同
調
査
会

の
時
で
し
た
。
私
に
与
え
ら
れ
た

仕
事
は
、
大
字
飯
詰
の
飯
塚
平
次

氏
所
蔵
古
文
芹
の

一
部
を
「
調
査

カ

l
ド
」
に
題
名
等
を
記
入
項
目

に
則
し
で
書
き
込
む
こ
と
で
し
た
。

な
に
し
ろ
分
量
が
多
い
こ
と
と

時
間
的
制
約
、
そ
れ
に
要
約
力
不

得
意
の
私
に
と

っ
て
は
至
難
の
作

業
で
し
た
の
で
、
正
直
の
と
こ
ろ

た
い
へ
ん
な
疲
労
を
感
じ
眠
気
が

襲

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
私
の
眼
を
パ
ッ
と

聞
か
せ
た
の
が
本
日
ご
紹
介
す
る

文
汗
で
す
。
文
字
が
比
較
的
大
き

く
、
難
解
な
文
字
も
な
い
文
書
で

し
た
け
れ
ど
も
、
随
分
汚
れ
の
あ

る
文
古
川だ
な
あ
と
い
う
感
じ
で
ボ

ン
ヤ
リ
読
ん
で
い
く
前
段
の
終
わ

り
に
「
血
判
如
件
」
と
い
う
文
言

に
オ
ヤ
ッ
と
寝
ぼ
け
目
が
聞
い
た

の
で
し
た
。

最
初
の
頁
に
戻

っ
て
確
め
て
み

主血
討。
一主
島日

ま
す
と
、
汚
れ
・と
思
っ
た
の
は
飯

詰
村
の
文
政
十
二
年
(一

八
二
九
)

当
時
の
お
歴
々
の
生
々
し
い
血
で

あ
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
外
に
も

所
ど
こ
ろ
血
痕
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
っ
た
く
管
見
で
は
初
見
文

書
で
あ

っ
た
の
で
大
声
を
あ
げ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

l
A
K
U
 
4
判
ん
ら
む

ず
は
智
弘
w
，品

r

p
ノ
第
五
件
事

4
H
b
e
λ
J
 

A

L

E

め
ま
ぬ

W

A

ま
?
捗

『
川
・

-a什
畠
九
同
‘

会
珍
品
開
-
i
l
4
h
M
e
E凶
刊
、

々
、
安
防
川
町

.
・
魚
体
房
mw

(原文の一部)

.司J 

歴
々
の
氏
名

毛
利
八
郎
太
(
郷
土
)
、
庄
屋

孫
七
、
五
人
組
反
治
、
同
勘
左
衛

勝

蔵

門
、
同
三
郎
兵
衛
、
同
喜
七
郎
、

同
藤
兵
衛
、
五
張
頭
名
兵
衛

(飯

塚
家
当
主
)
、
同
宇
兵
衛
、
同
茂

左
衛
門
、
同
清
三
郎
、
同
太
兵
衛

岡
市
十
郎
、
同
茂
吉
、
同
善
太
郎

雇
頭
治
郎
左
衛
門
、
同
源
八
、
同

五
郎
八
、
同
治
五
左
衛
門
、
〆
十

九
名
の
名
前
が

一
列
に
列
挙
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
自
の
名
前

の
下
に
各
自
が
指
を
切

っ
て
流
れ

た
血
で
押
し
て
あ
り
ま
す
。

庄
屋
、
五
人
組
は
村
役
で
地
方

自
治
の
責
任
者
で
藩
か
ら
任
命
さ

れ
る
地
方
人
で
す
。
五
張
頭
は
五

軒
組
合
の
長
で
あ
ろ
う
か
、
連
帯

責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
る
重
立
で
す
。

雇
頭
は
人
夫
頭
の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
山
林
保
護
に
関
係
が
あ
る
よ

う
で
す
。

こ
れ
ら
十
九
名
の
お
歴
々
が
血

判
を
押
し
て
盟
約
を
結
ん
で
い
る

地
方
文
書
と
し
て
は
珍
し
い
文
書

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

原
文
書
下
し

党

右
は
こ
の
度
御
山
御
締
合
弁
に
村

方
締
合
と
も
改
め
て
厳
重
仰
せ
つ

け
ら
れ
候
に
付
、
前
書
銘
々
得
と

相
談
の
上
、
も
し
御
山
締
合
弁
に

村
方
締
合
相
背
き
候
者
こ
れ
あ
り

候
節
は
、

一
統
相
談
の
上
早
速
伺

い
申
オ
ベ
き
定
め
、
殊
に
御
締
合

土
移
止

に
付
蜜
談
の
儀
こ
れ
あ
り
候
節
は

決
し
て
家
内
た
り
と
も
他
言
仕
ら

ず
候
定
め
、
も
し
他
言
等
仕
り
候

族
相
顕
れ
候
節
は
、
追
放
申
し
立

て
候
定
め
、
そ
の
節
は

一
一一一回
の
子

細
申
し
ま
じ
く
、
決
し
て
恨
み
等

仕
ら
ず
候
、
依

っ
て
右
の
通
り
血

判
件
の
如
し
つ
ら
の
と
令
し

文
政
十
二
己
丑
年
十

一
月

奥
舎
の
定
め

一
何
儀
に
寄
ら
ず
、
万
々

一
変
事

等
御
座
候
節
は
、
前
書
拾
九
人

に
で
そ
の
人
壱
人
急
度
相
救
い

申
す
べ
き
定
め
、
も

っ
と
も
拾

九
人
に
で
手
配
及
び
か
ね
候
節

は
、
拾
九
人
名
前
に
で
助
情
筋

御
願
い
申
し
上
げ
、

そ
の
人
壱

人
難
儀
相
掛
け
申
し
ま
じ
く
候

一
扱
い
向
き
の
儀
は
、
決
し
て
親

類

・
縁
類
た
り
と
も
ぬ
買
の
沙

汰
仕
ら
ず
候
、
も
っ
と
も
親
子

の
儀
は
前
書
拾
九
人
よ
り
外
御

座
な
き
定
め

右
の
通
り
竪
く
相
守
り
前
書
血

判
件
の
如
し

則
日

血
判
盟
約
の
背
景

藩
か
ら
山
林
取
締
ま
り
と
村
方

取
締
ま
り
の
厳
達
が
改
め
て
命
ぜ

ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
飯
詰
村
の

帰
農
郷
土

・
村
役

・
重
立
十
九
人

が
血
判
盟
約
を
締
結
し
て
違
反
者

の
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
を

誓
っ
て
い
ま
す
。
原
文
解
読
は
市

民
の
皆
様
で
味
読
下
さ
れ
ば
結
構

で
す
が
、
こ
の
背
景
に

つ
い
て

一

例
を
藩
日
記
同
年
に
よ
り
ま
す
と
、

盗
伐
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
藩

直
営
五
大
林
区
の
中
山
通
り

(前

田
野
目
山
林
か
ら
小
泊
山
林
ま
で

二
十
二
か
山
)
の
山
下
で
あ
る
飯

詰
村
で
は
毎
年
の
よ
う
に
盗
伐
事

件
が
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
村
方
で
は
博
英
で
前
庄
屋
が

責
任
解
職
さ
れ
る
等
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
十
九
人
の
率
先
血
判
盟

約
締
結
の
背
最
に
は
藩
の
両
取
締

令
に
対
応
し
た
決
意
を
窺
い
知
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
組

茶
ご
免
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共 	生 	の 	思 	想 黒 川 紀 章 王 の 身 体 王 の 肖 像 黒 田 日出男 

ド イ ッ か ら の 報 告 
川 口 マーン 

恵 美 
十 	八 	歳 ‘谷 川 俊太郎 

ラ イ 	ブ 行 政 法 
」
光
 

高
 
木
 

吸血鬼ハンターシリーズ 菊 地 秀 行 

定本会社選び（93-94) 
「日本の会社」 

研 究 会 
幽 霊 屋 敷 の 電 話 番 赤 川 次 郎 

吾れ老ゆ故に吾れ在り 波多野 完 治 ま ん が ら、茂 平 次 
ア
亜
 
イ

以
 
コ

子
 

ゴ
，
 

レ
し
 

原
 

校門の時計だけが知っている 
“
細
 
イ

井敏
 
彦
 

あ 	っ 	た 	と 	さ 出久根 達 郎 

科学の本の読み方すすめ方 
“聖
 
に

日
一
 

板
 
倉
 

エ
 
ス
 

女
 
優
 

"x
 

 
夏 樹 静 子 

わが妻の 「死の美学」 亀 井 俊 介 江 	戸 	群 	盗 	伝 半 村 	良 
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猪
 
セ
瀬
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樹
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ひと りでも安心手料理 
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コ
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坂
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北 方 四 島 紀 行 井 出 孫 六 
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国
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田
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医療サービスを上手に使う本 池田 進 重 耳(上 ・中・下) 宮城谷 昌 光

私のゆっくりおダイエット 沼野正子 ぼくは勉強ができない 山 田詠 美
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ひとりでも安心手料理 坂本属子 北 方 四 島 高己 イ'丁ー 井出孫 六

ヨシ ノリ コニ クニ シゲル

楽しいおかず屋さん 中 島良典 英国こんなとき旅日記 江閏 滋
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台所の丸ごと自然 二 部治身 ドキュメン ト日本たそがれ 鎌田 慧
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還暦なんかブッとばせ 淀 川 長治 夜の哀しみ(上 ・下) 三 浦哲郎
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こどもまつり 

万Iご【て” 
ーみんななかよく 

作って遊ぼう― 

五所川原おやこ劇場 
〇作って遊ぽう 

・ョーョー、氷水ィ本験コーナー。 

・がらくたで七なんでも作って言己録に挑戦。 

牛乳パック、王冠、広告ちらし、あき 

缶、ペツトボトル 	etc 。 

〇子ども市 

・子どもの手作りの店が並んでいます。 

工夫がいっぱい。 

〇ジャンケンロボット 

・ダンボール、空缶の大型口ボットとジ 

ャンク七ノ勝負。 

〇みんなのステージ 

・すばらしい舞台です。 友達がきかせま

す、みせます。みんなで歌うコーナーも。 

■ 9 月11日（土） 10 : 30-14 : 00 

新町・みずとみどりの小公園 

■準備の都合場、参加したい方は前売券を

お求め下さい。 

かて二でトセッ ト 200円（各コーナーのあそび参加券） 

食 事 券 200円（カレーライス・おかわり付） 

■前売券のお求め、お間い合わせは下記へ。 

五所川原おやこ劇場事務局 

本町50 一 4 東奥日報 4F 

電話 3 4 - 2 1 7 0 

講師 

アントン・ 
ウイッキー氏 

（タレント‘農学博士） 

日時 9 月15日 （祝） 午後 6 IL，' 

場所 五所川原ili民文化会館（入場無恥D 

共催 市連合PTA・市教育委員会・（Iゆ市自マ台

振興公社・市役I折互助会 

二，臨 

市役所 35-2111 

文化財調査にご 'ii,力を．ノ 
市では、来年九月の 「五所川原市史」 文化財

編の刊行に向けて、各家庭でイ呆存している先祖

伝来の文化財（昇I亜い掛け軸・糸会画・工芸品・

彫刻等） を調査しています。 

この調査は、五所川原市内のこれまであまり

矢日られていない貴重な美ii「『品（昭和初期」一こ1前に

購入された物や、市出身の方の作品等） の基礎

資料・を作成するために行うものーです。 

国立博l物館の専門の先生が調査にあたってお

りますのでト、 日頃大切にしている美休i品や、真

贋はわからないが、 ちょっと見ていただきたい

物などがありましたら是非ご一報下さい。 

~ 連絡先 教育委員会市史編纂室 

か 3 4 - 3 2 5 6 

文 化 講 jシ色 

演題「おもしろ英会話と日本文化」 

講師プ口7イニノり 

テレビ・マスコミで活躍する、 オモシロ外人

タレン トの代表的な一人。 スリランカ生まれで× 

日本の文化、社会、 システムについても、ユニ 

ークな識見の持ち主。 国立セイロン大学を卒業

後、来日、 日本テレビ 「ズームイ ン卓月」 で・「ワ

ンポイ ン ト英会話」 コーナーを担当している。 

顎お罰糧見範警 
日の出を観る会

一日時 9月14日因-15日困一
小i羽決行．ク 

レ対象 早朝登山に参加できる体力のある

方ならどなたでも。 

ン定員 50名（定員になり次第締め切ります。） 

ン 9月14日（火） 

19 】 00→受付」（県立自然ふれあいセンタ 

ー）（大釈迦より発珠山へ入る）19: 30-
21 】 30p「秋の天体観望」21 】 45→解散 

（宿泊または一旦帰宅） ・仏湖民 

・宿泊施設として ①事前にキャンプ場 

にテントを張る ②車を利用する 

（③「緊急避難小屋」 

ン 9月15日（水） 〈敬老の日〉 

3 : 00 →起床・洗面 4 :00-5 :15p 
「早朝登山」 （マンガンの道） 

ン申し込みと問い合わせ 

電話で直接「県立自然ふれあいセンター」 

へ。 雪0172 一 62 一 4527 
D電話の受付時間 午前9時～午後4時30分 

レ申し込み締め切り 平成5年9月 6 日田）i 

平成5年9月1日 8
 

文化財調査にご協力を/
市では、来年九月の「五所川原市史」文化財

編の刊行に向けて、各家庭で保存している先祖

伝来の文化財(肝風 ・掛け軸・絵岡・工芸品・

彫刻字)を調査しています。

この調査は、五所川原 市内のこれまであまり

知 られていないt1_ffiな美術品(昭和初J+)]以前に

購入された物や、市，'11，身の万の作品等)の;J，H1楚

資料を作成するために行うものです。

同立博物館の専門の先生が調査にあた ってお

りますので、日頃大切にしている美術品や、点

贋はわからないが、ち ょっ と兄 でいただきたい

物などがありましたら是非ご一報 下さ¥" 0

連絡先 教育委員会市史編纂室

定量 34-3 2 5 6 

こどもまつり

'6'どで
ーみんななかよく
作って遊ぼう一
五所川原おやこ劇場

。作って遊ぼう

-ヨーヨ一、氷水体験コーナー。

-がらくたでLなんでも作って記録に挑戦。

牛乳パック、王冠、広告ちらし、あき

缶、ぺ ツ トボトル..ー .etc。
0子ども市

-子どもの手作りのj苫が並んでいます。

工夫がいっぱい。

0 ジャンケンロポッ ト

・ダンボール、空缶の大型ロボットとジ

ャンケン勝負。

0みんなのステージ

-すばらしい舞台です。友達がきかせま

す、みせます。みんなで歌うコーナーも0

・9月11日(出 10: 30~14 : 00 
新町・みずとみどりの小公園

・準備の都合場、参加 したい方は前売券を

お求め Fさし、。

かででセ y ト 200円 (各コーナーのあそび参加券)

食 事 券 200円 (カレーライス ・おかわり付)

・前売券のお求め、お問い合わせは下記へ。

五所川原おやこ劇場事務局

本町50-4 束奥Il報 4F 

電話 34-2 1 7 0 

市役所 35 -2111 

一=~\ß)!きB31谷一一
演題 「おもしろ英会話と日本文化」

講師

アントン・
ウイッキ一氏

，え

日日寺 9)J1511 (宇兄) 午f灸611.')'

場所 II.所川原 市民文化会館 (入場無料)

共催 市述介 PT A . di教育委員会・ (l!-j)，Ij (1 di 

振興公社・ 市役所 I I~助会

講師プロフィール i
テレビ ・マスコミで活断!する、オモシロ外人

タレントの代表的 なー人。ス リランカ 生まれで、

11本の文化、 社会、シス テムについても 、ユニ

ークな織見の持ち主。「司、Iセイロ ン大宇 をオ〈業

後、米 "、 11本テレビ「ズーム イ ン制」 で「ワ

ンポイン 卜英会話」コーナーを判、'iしている。

県立自然ふれあいセンター

秋の天体観望と
自の出を観る会

-日時 9月14日(刈......15日(水.)=
小雨決行 .ゲ

:C>対象 早朝登山に参加lできる体力のある

方ならどなたでも。

;C>定員 50名(定員になり次第締め切ります。)

C>9月14日(火〉

19: 00→受付 (県立打然ふれあいセンタ

一)(大釈迦より党珠山へ入る) 19: 30~ • 

21 : 30→「秋の天体観望J 21 : 45→解散

(宿泊またはー l主帰宅) ・仮眠

・柄泊施設として ① 事前にキャンプ場

にテントを張る ② 点を利用する

③「緊急避難小民」

、じ>9月15日〈水) (敬老の日〉

3 : 00→起床 ・洗面 4 : OO~ 5 : 15→ ; 

「早朝登山 J (マンガンの辺)

:C>申し込みと問い合わせ

電話で直接「県立自然ふれあいセンターJ

.r--...。 霊宝0172-62 -4527 

、じ〉電話の受付時間 午前9時~午後4時30分 t

:C>申し込み締め切り 平成5年 9月 6I=lUI) 

平成5年9月111 8 



I 能力開発セミナー（9月分） 

ポリテクカレッジ青森 
（青森職業能力開発短期大学校） 

妬
  

コース名 主な内容 対
象
 

定
員
 

日
数
 

開講日時 

1
  

NC旋盤I 
NCプログ
ラムの基礎、 
切削加工 

初
 
級
  

10 n
J
 
日
  

9月 6 日（月）~ 
9月 8 日（水） 
9 :00~ 

16 : 00 

。
乙
 

メカトロニ二 
クスのため 
の電子回路 
m 

マイコン及 
びロボット 
用電子回路 

中
 
級
  

5
 
名
  

【b
 

日
  

9月 6 日（月）へノ 
9月10日（斜 
18 : 00- 

21: 00 

n。
  

機械言語に 
よるプログ 
ラミングI 

Z8 OCP 
U系命令の
学習 

初
 
級
  

10 に
。
 

口
H
 
 

9月 6 
9 
18 

日（月）へノ
月10日（飼 
: 00--- 

21: 00 

4
  

NC旋盤H 
複合プログ
ラム、テス
トカット 

中
 
級
  

5
 
名
  

Q
〕
 

口
H
 
 

9月20日（月）~ 
9月22日困 
9 :00~ 

16 : 00 

に
。
 
 

CADII 
3 次元CA 
Dコマンド 
の立体図形 

上
 
級
  

10 [D
 

日
  

9月27日（月）~ 
10月1日（田 
18 :00~ 

21: 00 

6
  

フアジイ 
理論 

表現、関係、 
理論の応用、 
実習 

上
 
級
  

5
 
名
 

に
v
 
日
  

9月27日（月）~ 
10月1日（鋤 
18 : 00--- 

21: 00 

ト受講資格 学歴、年齢、性月」は問いません。 

ト受 講 料 各コースとも、 2,000円。 

トお申し込み・お問い合わせ 

電話で当短大開発援」功課まで。ただし、定員 

に達しi欠第締め切ります。雪(0173)37 - 3201 

「燃えるゴミ」嚇 
	

醜瞬 書 冒‘二I 

「燃えないゴミ」の再確認

浜舘加代子さん（五四中） 

ゴミは 
区別して出してください , 

「挑戦してみませんか、自分発見のために。 

経理事務（商業簿記3級） 
技術講習会 

経理事務等への就業のため、商業簿記 3級修

得を希望し、所定の日程を出席できる婦人を対

象に行います。多数ご参加ください。 

日時 	月勾戎5年10月4日卿)--1 1月18日（木）の15日間 

午前 9日寺30分～午後 3日寺 

場所 圧所川原市働く婦人の家 

募集人員 20名 

受講料 無料（ただし教材費1,530円は自己負担） 

用意するもの ノート‘電卓またはソロバン・定規・鉛 

筆‘消しゴム・黒ボールペン‘赤ボールペン・昼食 

申し込みおよび問い合わせ先 青森県婦人就業 

援助センター五所川原駐在所（五所川原市働く 

婦人の家内）に直接おいでくノどさい。 

佐々木相談員 合35 - 8898 

「200ボルトの電気機器」 
一 を使った、料理教室 
日時 

10月 6 日（水）、 11月 2 日（火）、 12月 1 日（水） 

(2) 1B ニコース」 

10月20日（水）、 11月 9 日（火）、 12月15日休） 

いずれも10時～13日寺、 どちらのコースも 

メニューは同じです。 

会場 東北電力（掬五所川原営業所 2階 

電化教室（五所川原市田町一113-1) 

講師 （株）電力ライフ・クリエイ ト青森営業所の 

ライフ・クリエイター。 

募集人員 両コースとも15名、合計30名。 

（初めて参加される方を優先） 

教材費 1,500円（3回分） 

申し込み締め切り 9月17日（金） (A, Bのコー 

スを電話でお申し込みください。） 

申し込み先 お客さまサービス課 

" 35 - 2151 内線335 

, 

歌謡・民謡・手踊り 

「平成5年度 出稼ぎ者及び留守家族激励会」 
―みんなで明るい出稼ぎを― 

日時 9 月10日 （金）午哨lIll日寺 

場所 市民文化会館 ホーJレ 

入場料 無 料 

内容 ・出稼安全祈願祭 

・お楽しみ抽選会 豪華賞品が当たる（20名限り） 

・アトラクション 歌謡・民謡・手踊り 

〔特別ゲスト〕 

今 憲朗（雪まつり歌謡大会チャンピオン．上原げんと 

杯上位入賞） 

佐々木セツ（歌謡青森県大会チャンピオン．雪まつり歌 

謡大会チャンピオン） 

「青森芸能つばさ企画」佐藤英明一行総勢13名出演 

歌謡・民謡・手踊り豪華ショウ 

9 平成 5年9月 1日 

能力開発セミナー (9月分)

ポリテワカレヲラ青森
(青森職業能力開発短期大学校)

l.JIo: コ ス名 主な内科 対定日象以数 オ.J.~J昨日 H寺

NCプログ 初 l01 3 
9 片 6 口 (!J)~

11NC旋盤 Iラムの基礎、
9J18H(水)

切I]~ IJ力H寸二 級~ 1900~ 16: 00 

メカトロ
マイコン及

59F16 日 ()J)~

2 クスのため
q' 15 

の屯チ阿路
ひZロオミット

9刀1011(金)

凹
用電子回路 級ネ1 「l 1800~ 21 : 00 

機械言語に Z80CP 初J10 51 9 月 6 日 (JI)~
3 よるプログ U系命令の

9月10日(鉛

ラミング I学科 級 ~ li 1800~ 21 : 00 

41NC旋盤H
複合プログ 寸1 5 31 9 月 20 日 (!J)~

ラム、テス
9凡22口(木)

トカット 級 名 日
9 : OO~ 
16: 00 

5 
3次元CA上 10 5 

9 J-J 27 日(月)~

CADU Dコマンド
10月1 仁川金)

の立体図形 級 :t'， 11 
18 : OO~ 
21 : 00 

6 ファ，ジーイ 表現、関係、上 5 5 
9)'] 27 日()J)~

土l翌九l理論の応用、
10月1日(合)

実習 級 名 11 
18 : OO~ 
21 : 00 

|挑戦してみませんか、自分発見の左些iら」
経理事務(商業簿記3級)

技術講習会
経理'JI=務等への就業のため、商業簿記3級修

得を希望し、所定の，1程を山席できる婦人を対

象に行います。多数ご参加ください。

日時 平成5年10月 4 日 仰)~11月 18 日体)の1 5 日間j

午前i9時30分~午後 3時

場所 五所川原市働く婦人の家

募集人員 20名

受講料 無料(ただし教材費1，530円は円己負担)

用意するもの ノート ・電卓またはソロパン ・定規 ・鉛

乍 ・消しゴム ・黒ボールぺン ・赤ボールペン ・昼食

申し込みおよび問い合わせ先 青森県婦人就業

援助センタ一五所川原駐在所(五所川原市働く

婦人の家内)に直接おいでください。

佐々木相談員 宮35-8898 

ir200ボルトの電気機器J寸
」ーを使った、料理教室」
日時 (1) r A コース」

10月 6日(水)、 11月 2日μ。、 12月 1日ωて)
(2) rBコース」

惨受講資格 学歴、年齢、 性別はl百11;、ません。 10月20日州、 11月 9日凶、 12月15日体}

砂受講料 各コースとも、 2，000円。 レ、ずれも 10時~13時、どちらのコースも

砂お申し込み・お問い合わせ

電話で当短大開発援助謀まで。ただし、定員

に達し次第締め切ります。 宮 (0173)37 -3201 

?燃えるゴミ J "̂'， 
1T燃えないゴミ」の事確認

， 浜舘加代7子電ん C五四中う"je

屯ゴミ:は':¥ 日

ウー区別して出してrください8W
…句

歌謡 ・民謡・ 手踊り

メニューは同じです。

会場 東 北電力附五所川 原常業所 2階

電化教室(五所川原市田IlITl13-1)

講師 側電力ライフ ・クリエイト青森営業所の

ライフ ・ク リエイター。

募集人員 同コースとも15名、合計30名 。

(初めて参加される方を優先)

教材費 1，500  円 (3回分)

申し込み締め切り 9 sJ 171=f(剣 (A、 Bのコー

スを電話でお申し込みください。)

申し込み先 お存さまサービス課

宮 35-2151 内線335

「平成5年度出稼ぎ者及び留守家族激励会」
-みんなで明るい出稼ぎを一 〔桝IJゲスト〕

日時 9月10日〈金〉午前11時

場所市民文化会館ホール

入場料 無料

内容 ・11¥稼安全祈願去を
・お楽しみ1111ij]会 染草賞品が当たる (201'，jINり)

・アトラクション歌謡 ・民話 ・手踊り

9 、ILJ戊5{ド9月 1H 

今窓良JJ('''j.まつり;指示大会チャンヒオン. 1-.原げんと

杯 卜j立人負:l

佐々木セツ(歌謡1'(森県大会チャンヒオン.咋まつり歌

謡大会チャンヒオン)

「;!?森主芸能つばさ企画」佐藤英191一行総勢134'iIH演

歌謡 ・民謡 ・手踊り豪華ショウ



9月9日は… 

救急 の日です 救急 
一刻を争う救急車は、 

正しく使いましょう 

＠救急車の正しい利用法 

(1） 火災、地震、暴風雨などの災害による傷病者 

(2） 交通事故、駅など屋外や公衆の出入する場所

での傷病者 

(3） 屋内において生じた事故、たとえば、ガス中

毒、熱傷、急病などで他に適当な搬送手段がな

い場合における傷病者 

五所川原地区消防事務組合、五所川原消防署、 

東分署 

う 

ト
立
コ
 

「
玄

4
 

腫
 

麻しん（はしか）の予I 防」 
対象 平成2年9月1日～平成4年8月31日生

まれ c7）幼児。 

（すでに、はしかの予防接種を受けた幼児、又

はもうはしかにかかった幼児は対象になりませ

ん。） 

実施期間 9月 6 日（月）~9月11日（土）まで。 

実施方法 下記の医療機関で直接受けてくださ

レ、。 

持参するもの くD母子健康手帳。 

②予防接種の問診票に！必要事項を記入の上、持

参してください。 

注意事項 問診票のない方は、市保健環境課、 

市役所支所、保健センター、下記の医療機関に r 用意してありますのでご利用くださレ、。 
※尚、今年からMMR （麻しん、おたふくかぜ、 

風しん混合ワクチン）の選択がなくなり、麻し

ん単独ワクチンの接種となりました。個別に説

明書等の通知はいたしません。 

⑥実施医療機関および受付時間 

医療機関名 
受 付 時 間 

備 	考 
午 前 午 後 

江渡内科医院 
8 : 30~ 
ii: 30 

1 : 30- 
5 】 00 

土午
 
曜

後
 
日

3
  

0
 
0
 

ま
 
で
 

 
、
 旧
九
 

内
医

兼小
 
平

l
 

科
院
 

科
  

9 : 00- 
12 : 00 

1 : 30- 
5 : 00 班揃惟 	123 日9l→ 
	

～ 
、 

0030 0000 

川 崎 胃 腸 科 9 : 00-- 2 : 00- 土曜日 
内 科 医 院 12 : 00 5 : 00 午後休診 

健 生 病 院
五所川原診療所 

2 : 00- 
4 : 00 

9月の6 日のみ
必ず電話予約す
ること。 

佐 藤 内 科 8 】 30-- 2 】 00- 木、土曜日 
小 児 科 医 院 U: 30 4 : 30 午後休診 

西北中央病院 
3 	: 00--- 

3 : 30 
9月の 

6、7、10日のみ 

対
小
 
馬

児
 
内
医
 
科
院
 

科
  

1 】 30- 
3 : 00 

田
目
 

冨内
 
田
科
 
腸

医
 
科
院
 

 

9 : 00- 
12 : 00 

2 】 00- 
5 : 00 

木、土曜日 
午後休診 

都谷森小児科医院 
9 : 00- 

12 : 00 
1 : 00- 

5 】 00 
土曜日 

午後休診 

永
内
 

』
科
 

児医
 
科
院
 

 

8 : 30- 
12 : 00 

1 : 00- 
5 : 30 

木、土曜日 
午後休診 

白生会胃腸病院 
10 : 00~ 

ii: 00 
1 】 30- 

4 : 00 土曜日 休診 

増 田 病 院 
9 :00--
ii: 00 

2 : 00'- 
4 : 00 

土曜日 
午後休診 

三 好診 療 所 
10 : 00-- 

12 : 00 
2 : 00- 

3 : 00 
土曜日 

午後休診 

森 田 診 療 所 
9 : 00~ 
ii: 00 

2 : 00- 
4 : 00 

土午
 
曜
前
 
日

1
1
 
0
 
0
 

ま
 
で
 

需需需*需*需需需需*需需需需密需需需需需需需*需**曲 

I、ぎ簾箱議室 I 

*需需*需ま需需需需ま雷需需需需雷需密需需需需曲*曲ま* 

内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

（その他、健康についてのお話しもあります。） 

料金 無 米斗 

持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

相言炎員 保健婦 

場 	所 月 	日 時間 
健康にっいての 
お 話 し 

下平井 9月13日 

・
 

・
 
、
ノ
 
・
 
・
 
 

1
 
1
 
0
 

2
 
0
 
0
 
0
 

0
  

食べものは 

福祉 会館 （月） 
バランスよく 

(10 】 00~i0 : 30) 

9月13日 10 : 30 あなたのハートは 
尻無集会所 、 元気ですか 

（月） 12 : 00 (10 : 30-11 : 00) 

毘沙門・長富 9月16日 10 】 30 年をとるのが 
コミュニテイ 5 楽しみになる話 
セ ン タ ー （木） 12 : 00 (11 : 00--ii : 30) 

沖飯詰集会所 
9月20日

胡） 

10 : 30 
5 

12 : 00 

ボケは1日にしてな 
らず一ボケないライ 
フスタイルのすすめ 

(11 】 30-12 : 00) 

9月24日 10 : 00 エイズ①知識 
元町集会所 5 

（金） 12 : 00 (11 : 00~ii 】 30) 

コミュニテイ

センター敷島 

9月21日 

（火） 

13 】 00 
、 

15 : 00 

ボケは1日にしてな
らず一ボケないライ
フスタイルのすすめ 

(14 】 30-15 : 00) 

9月22日 
・
・
く
？
・
・
 
 

1
 
1
 
0
 

2
 
3
 
0
 
0
 
0
 

 

同 	上 
旭町集会所 

（水） (11 : 30-12 : 00) 

9月22日 12 : 30 あなたのハートは 
一野坪集会所 、 元気ですか 

（水） 14 : 00 (12 : 30-13 : 00) 

保健環境課（内線 268・272) 
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|麻しん(はしか)の予防接種|
対象 平成2年 9月 1日~平成4年 8月31日生

まれの幼児。

(すでに、はしかの予防接種を受けた幼児、又

はもうはしかにかかった幼児は対象になりませ

人ノ。)

実施期間 9 月 6 日(月 )~9 月 11 日(土)まで。

実施方法 下記の医療機関で直接受けてくださ

レ、。

持参するもの ①母子健康手帳。

②予防接種の問診票に必要事項を記入の上、持

参してください。

注意事項 問診票のない方は、市保健環境課、

市役所支所、保健センタ一、下記の医療機関に

用意しでありますのでご利用ください。

※尚、 今年からMMR (麻しん、おたふくかぜ、

風しん混合ワクチン)の選択がなくなり、麻し

ん単独ワクチンの接種となりました。個別に説

明書等の通知はいたしません。

。実施医療機関および受付時間

医療機関名
受 付時間

備 考
午前 午後

江波内科医院
8 • 30~ 1 • 30~ 土曜日
11 • 30 5 .00 午後3.00まで

兼平内科 9 • OO~ 1 • 30~ 土午午曜前後9円 閃~12 ∞ 
小児科医院 12.00 5 • 00 1 : 30~3 ∞ 

川崎胃腸科 9 • OO~ 2 : OO~ 土曜日
内 科 医 院 12. 00 5 .00 午後休診

健生病院 2 • OO~ 9月ずこ屯のと611 のみす
必話'1'約五所川原診療所 4 00 る

佐 藤 内 科 8 • 30~ 2 • OO~ 木、土曜H
小児科医院 11 .30 4 30 午後休診

西北中央病院
3 • OO~ 9月の
3 30 6、7、10日のみ

対 馬 内 科 1 • 30~ 
小児科医院 3 00 

冨閉胃腸科 9 • OO~ 2 • OO~ 木、土曜日
内 科 医 l涜 12 • 00 5 00 午後休診

都谷森小児科医院
9 • OO~ 1 • OO~ 土曜日
12.00 5 00 午後休診

永田小児科 8 • 30~ 1 : OO~ 木、土曜日
内 科 医 目先 12. 00 5 .30 午後休診

白生会胃腸病院
10 • OO~ 1 • 30~ 

土曜日休診11 • 00 4 .00 

増 回 病 院
9 . OO~ 2 • OO~ 土隙H
11 .00 4 .00 午後休診

三 好診療所
10 • OO~ 2 • OO~ 七1I1i)日
12. 00 3 .00 午後休診

森田診療所
9 • OO~ 2 • OO~ 土曜日
11 .00 4 : 00 午前11.00まで

***************************安
全 身も心もさっ』まりと it 
i 健康相談室 3
***********************会合会合*

内容 血圧相談、病気の相談、 心 の相 談

(その他、健康についてのお話しもあります。)

料金 無料

持参するもの 健康手11辰(お持ちの方)

相談員 保健婦

場 所 月 11 H寺/ln健康についてのお話 し

下平井 9月13H 10: 00 食べものは

福祉会館 (月)
バランスよく

12: 00 (10 ・ 00~~10 : 30) 

9月13日 10: 30 あなたのハー卜は
尻無集会所

(月)
元気ですか

12: 00 (10 : 30~ 11 : 00) 

毘沙門・長官 9月16日 10: 30 年をとるのが
コミュニアイ

(木)
楽しみになる話

センター 12: 00 (11 : OO~ 11 : 30) 

9月20日 10: 30 
ボケは111にしてな

沖飯詰集会所
らずーボケないライ

(月) フスタイノレのすすめ
12: 00 (11 . 30~12 : 00) 

9月24日 10: 00 エイズ @ 知識
元 Iuy集会所

(金) 12: 00 (11 : 00~11 : 30) 

コミュニティ 9月21日 13: 00 
ボケは1IJにしてな
らずボケないライ

センター敷島 (火) フスタイノレのすすめ
15: 00 (14 . 30~15 : 00) 

9月22日 10: 30 向上
旭問I集 会 所

(水) (11 : 30~ 12 : 00) 12: 00 

9月22日 12 : 30 あなたのハートは
一野坪集会所

(ノ/<)
元気ですか

14: 00 (12 : 30~ 13 : 00) 

9月9~日は 之均~~'If.，

l救急|の日です
一刻を争う救急車は、

正しく使いましょう

。救急車の正しい利用法

(1) 火災、地震、暴風雨などの災害による傷病者

(2) 交通事故、駅など尿外や公衆の川入する場所

での傷病者

(3) 屋内において生じた白11:故、たとえば、ヵース'1'

本、熱イ袋、念、病などで他に適当な搬送手段がな

い場合における傷病者

五所川)jjl:地区WlliJ5'Jq労組合、五所川原消防署、

東分署

{尉建環境課 (内線 268・272) 平成5年9)1111 10 
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谷藤広貴ちゃん（下平井町） 
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みんなの健康教室 

9月24日 （金）午後 1日寺

市保健センター 

学 先生（白生会胃腸病院） 

ンテーマ 

「うち」で出来るリハビリテーション 

ン主 催 北五医師会・市保健協議会 

時
 
所
 
師
 田
 

日
 
場
 講
 
岩

レ

D

レ
 

第35回 
青森県八市対抗柔道大会 

日時 中成 5 年 9月12口 （H）午前10時

会場 五所川原市民体育館（栄町2() - 1) 
0173-34 -ff121 

主催 青森県柔道連盟 

主管 互所川原柔道会 

後援 五所川原市・五所川原市教育委員会 

チーム編成 各市 1チーム、監督 1名，選手10名， 

補欠 4 名（選手は四」没以ト 3 名、三段 3名、 段 

3 名、初」」！と 1名とし，下段位の者カH二段位に廿」場

中るのは認める。） 

出場資格 本年度全柔連へ登録済みの者で大会 3 

カ月以前からの居住者。（全柔連登録は本人会中し

込み締め切り日迄とする。）帰省大学生、全日制11ソ」 

校生、八高専 3年生以下の出場は認めない。 

申し込み締め切り 平成 5年8月30日（月）までに

必着でお願いします。 

※宛先 〒037 五所川原市字中平井町83 一 2 

五所川原柔道会理事長 石塚良

電話 0173 一 35 - 1.123 
組合わせ 大会当 lI' 監督会議で抽選する。 

参加料 3,000円（大会当I」納入。） 

献血」  

期 日 時 	間 場 	 所 

9月11日 

（土） 

午前9時から

午後 3時まで 

五所川原消防署前 

（世界平和祈願チャリ
テイバザー実行委員

会協賛） 

9月17日 

（金） 

午前10時から

正午まで 

コミュニテイセンター 

飯詰前（赤十字奉仕団
飯詰分団協賛） 

午後1時から

午後 2時まで 

湊 青森日産自動車縁） 

五所川原店前 

のびのび赤ちゃん・満1 歳 

母・仁美さAノ 上の女の子が 7 歳なので、 

よくめんどうをみてくれノるんですよ。病気らし

い病気もなかったので、 これからも、元気であ

ってくれ才1ノばと思っています。 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 5年 8 月20日現在） 

h所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管内 

発生 4
  

8
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（一3) 

死者 8
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  ( ）勾は前年対比。 

	シートベルトしめる心が身を守る 

11 平成 5年9月1日 

市役所 n35-2官官官

|献血!

WJ FI 時 間 4明~J 所

五所川|原消防署前
9月11日 午前9時から (世界平和祈願チャリ

(土) 午後3時まで ティバザー実行委員

会協賛)

午前10時から コミュニティセンター
飯詰前(赤十字奉仕団

9月17日 正午まで 飯詰分間協賛)

(金)
午後 1時から 湊令 官A森日産自動車(株)

午後2時まで 五所川原庖前

i みんなの健康教室 ! 
b日時 9月24日(金)午後 1時

b場所 市保健センター

b講師

i 耕回 学先生(白生会胃腸病院)

jbテーマ
「うち」で出来るリハビリテーション

i b主催 北五医師会 市保健協議会一

ム通安全は家庭から

司←

L県 内 ヨ五所川原市管内

発生
4，80  1 207 
(+ 5 6) (-3) 

死者 8 6 3 
(- 7) (-2) 

傷者 5，( 864  245 
+ 5 2) (+ 2) 

，、 ，

トベル卜しめる心が身を守る

11 半1&5if9月1日

のひ、のび赤ちゃん・満1歳

谷藤広貴ちゃん (下平井町)

母 ・仁美さん 上の女の子が 7歳なので、

よくめんどうをみてくれるんですよ。病気らし

い病気もなかったので、これからも、元気であ

ってく れればと思っています。

第35回

青森県八市対抗柔道大会
日時 平成5年9月12日(日)午前10時 .

会場 五所川原市民体育館(栄樹1"20-1) 

0173 -34 -6121 

主催 青森県柔道i!E盟
主管 五所川原柔道会

後媛 五所川原市 ・五所川原市教育委員会

チーム編成 各市1チーム、監督1名、選手10名、

補欠 4名(選手は四段以上 3 名、 三段 3~円、 二段

3~円、初段 1::r，とし、下段伎の者が上段位に出場

するのは認める。)

出場資格 本年度全柔連へ受章表済みの者で大会3

ヵ月以前からのた昔住者。(全また逮重量録は本大会取し

込み締め切り口迄とする。)帰省大学生、念日制高

校生、八高時3年生以下の出場は認めない。

申し込み締め切り 平成51手8月初日(月)までに

必務でお願いします。

※宛先 苧037五所川原市字中平井町83-2 

五所川原柔道会五理事t釜石塚良-
f宣言舌 0173 -35 -1423 

組合わせ 大会当日、監'僚会議で抽選する。

参加料 5，000円(大会当日納入。)



編
一集
室
総
薮
《
 

讐
舞
嚇
 

一
で
す
が
一
 

金 

国 

年 

民 

7月 累 計 

死
者
の

う
ち
 

飲酒運転による死者 12(27) 

発
生
 
品
  

4,275 
(4,183) 

高齢者 の死者 23(19) 

シ
ー
ト
べ
ル
ト
 

着 用 義 務 者 
（着けなければならない人） 

37
(45) 死

者
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(
1
0
)
 

 

83(83) 
非 着 用 者 

（着けていなかった人） 
33. 

(37) 
傷

者
 

晶
  
m
「
  

着けていれば助か
ったと思われる人 15(11) 

( ）内は前年。累計は 月から 
秋の全国 	運動の重点 
交通安全運動 1 高齢者の交通事故防止 

9響日～ 振酒ト蕪縫鑑綴徹底 
9月30日 4 違法駐車の締め出し 

スローガン ～歩行者も交通ルールを守る義務～ 
毎月1日は交通安全家庭の日 

10日、20日、30日は交通事故ゼロの日 

戸飲んで乗るあなたは天国家族は地獄 

県内の交通事故概況難番策協議会 

r 

国でつくった 

《建設業退職金共済制度》 
（けんたいきょう）を 

ご存じですかグ 
※ この制度は、全国どこの建設現場で働

いても事業所に雇用された期間を通算し

て退職金を支払うという、業界退職金制

度です。この制度について詳しいことは、 

下記にお問い合わせください。 

青森市安方2丁目9番13号（建設会館3階） 
建退共 青森県支部 
電話 口2)7611・ロり7612番 

サーク)い 楽しくやっています 

「ハイ、次は胴ですよ―」 

次第に形をみせる「虫人形」 
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熱
 

m一軸
 

卿
 

一
 

』
一
 難

 
一
 

一
か
 

ふ
熱
誉
難翼
搬
轟翼
書響製
響議
警誉
斌撒
翼
費鯛
競
範
競
」
勤
糾

響
撒
難
難

軒
範

耗
驚
導
鼠
 

「子
ど
も
の
森
」
は
、自
然
の
中

で
本
に
親
し
み
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
と
お
し
て
、夏
休
み
の
‘た
の

し
い
思
い
出
を
「
く
ろ
う
、
と
昭

和
五
十
六
年
か
ら
、
元
町
の
八
幡

宮
の
境
内
を
会
場
に
、毎
年
、夏
休

み
に
開
催
さ
れ
て
い
る
読
書
会
で

す
。
期
間
中
、
毎
朝
六
時
か
ら
、紙

し
ば
い
、お
と
ぎ
話
、本
の
読
み
き

か
せ
、映
写
会
、青
空
図
書
館
等
の

他
、
登
山
ば
や
し
、
フ
オ

ー
ク
ダ
ン

ス
、
人
形
劇
、
工
作
（
今
年
は
虫人

形
）
ス
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ツ
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も

・
き
み
煮
会

と
、
た
の
し
い
日
替
り
行
事
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
「こ
の
会
は
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参
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な
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す
が
、
子
供
達
は
時
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集
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、
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ろ
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、と
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少
年
の
頃
感
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を
受
け
た
一
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は
、
 

そ
の
人
の
人
生
に
と
「
て
と
て
も

大
事
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私

達
十
数
名
の
世
話
人
は
、
子
供
と

本
と
の
出
合
い
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
、
と
い
「
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。」
と
明
る
く
話
す
、
世
話

人
会
代
表
の
山
谷
清
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
、
青
森
県
図
書
館
事
業
功
労

者
賞
の
他
、
数
々
の
活
動
賞
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
早

朝
、
子
供
の
森
で
遊
ん
だ
子
供
達

は
、
い
よ
い
よ
二
学
期
を
迎
え
て
、
 

み
ん
な
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な

っ
た
よ
う
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し
た
。
問
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合
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せ
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」
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今
、
河
川
敷
の
コ
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国
民
年
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は
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日
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住
む

十
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以
上
六
十
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未
満
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も

が
加
入
す
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こ
と
に
な
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い
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制
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で
す
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こ
の
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
る
公
的
年
金
制
 
 

度
で
す
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ま
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、
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、
不
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病
気
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体
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に
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長
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は
、
い
よ
い
よ
二
学
期
を
迎
え
て
、

み
ん
な
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な

っ
た
よ
う
で
し
た
。
問
い
合
わ
せ

「
子
供
の
森
」
読
書
会
代
表
山
科

さ
ん
(
宮
三
五
l

三
O
三
五
)

※ この制度は、全国どこの土佐;没引場で{!Ii)J

いても事業所に雇用された期II¥Jを通算し

て退職金を支払うという、業w退職令制
度です。この制度について詳しいことは、

下記にお問い合わせください。

青森市安方2-J円9番13号(ij!，没会館3階)
建退共青森県支部
電話凶7611・凶7612罫

;=飲んで乗るあなだは天国家族は地獄

県内の交通事故概況 221j策協恥
7月 累計 飲がi運転による死者 12 (27) 

発 677 4，275 屯高齢者の死名 23 

生 (692)(4，183) 者
(19) 

石川 義務省 37 
死 9 83 の ilJ着けなけれ附ない人) (45) 
者 (10) (83) フ卜非w 活i m 1f 33 
傷 807

ちベ けていなかった人) (37) 
5，173 /レ~(たけていれば助か 15 

者 (865)(5，076) ト っ と4巴、われる人 (11 ) 

( )内は前年。累計は 1月から

秋の交通全国安全運動
運動の重点
1 ，向齢者のうどii!i'J>故防止

実施9期Jj2間1R-
2シートベノレトの着用の徹氏
3飲酒 ・無謀運転の追放

9月30日 4違法駐11.(の締め/1¥し

スローガン ~歩行者も 交通/レールを守る義務~

毎月 111は交通安全家庭の11
1011、2011、3011は交通・Jf故ゼロの11

今
、
河
川
敷
の
コ
ス
モ
ス
が
、

と
て
も
き
れ
い
で
す
。

南
は
、
京
北
建
設
局
の
裏
あ
た

り
か
ら
、
北
は
、
サ
ッ
カ
ー
線
科

場
ま
で
約

一
キ
ロ
。
う
す
紫
や
ピ

ン
ク
の
花
が
、
小
さ
く
風
に
揺
れ

て
い
ま
す
。

広
々
と
し
た
芝
生
の
む
こ
う
に

く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
岩
木
山
。

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
コ
ス
モ

ス
の
道
。

(
佐
)
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